
《EVトラックの課題を解決し、2050年カーボンニュートラルの実現に貢献する》《タフで、環境にやさしい、はたらく車

を創る》私たちは、この２つの熱き想いを胸に技術開発に取り組んでまいりました。令和元年度環境省事業に採択された

「高効率システムを搭載したプラグインレンジエクステンダーEVトラック」をベースに、さらなる開発と実用化を進める

PRE-EVモビリティの取り組みにご期待ください。

PRE-EVモビリティ株式会社

代表者 代表取締役　安田　猛

ウェブサイト 準備中

設 立 2022年5月

資本金 1,000万円

住所
山形県山形市大字十文字８１２番地
〒990-2211

　これまで開発してまいりました「SGCCS」「PRE-EVトラック」の技術をベースとしまして、G7札幌で採択された共同宣

言「保有車両からのCo₂排出量の削減」に向け、弊社は「レトロフィット可能なトラック電動化改造メーカー」として既存の車

両を改善し、電動化する取り組みを推進してまいります。

　強み・アピールポイント

1997年大学卒業後、地方銀行にて、主に大口融資先、企業再生案件を担当。その後、地場

大手会計事務所にて経営コンサルティング、IT企業にて経営企画を経て、2021年2月に株

式会社サニックスへ入社。2022年5月、PRE-EVモビリティ株式会社立ち上げに携わり、技

術シーズの事業化に取り組んでいる。同社経営企画室室長。中小企業診断士。

経営企画室室長
松浦　寿雄

　登壇者プロフィール

　マッチングニーズ

「運輸部門の脱炭素化の取り組みに積極的な物流系CVC」

山形大学発
スタートアップ企業

　事業概要

高効率システムを搭載する電動トラック


